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▼人権
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葛城市マスコットキャラクター

蓮花ちゃん

▼リアル蓮花計画
新庄中学校ホームメイキング部の皆さんと蓮花ちゃん
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新
庄
中
学
校
ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部

（
宮
田
有
子
顧
問
）
の
生
徒
が
、「
リ
ア
ル

蓮
花
計
画
」
と
名
づ
け
、
葛
城
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
蓮
花
ち
ゃ
ん
」

の
コ
ス
プ
レ
衣
装
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
の
日
に
は
蓮
花
ち
ゃ
ん
も
駆

け
つ
け
リ
ア
ル
蓮
花
ち
ゃ
ん
と
対
面
し
ま

し
た
。
蓮
花
ち
ゃ
ん
は
喜
ん
だ
様
子
で
同

部
員
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
部
の
中
村
希
世
さ
ん
は
、「
最
初
は

私
達
に
上
手
く
で
き
る
の
か
が
不
安
で
し

た
が
、
先
生
や
部
員
一
同
協
力
し
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ア
ル
蓮
花
計
画

　

葛
城
市
寺
口
の
社
会
福
祉
法
人
「
柊
の

郷
」
が
運
営
す
る
障
害
者
授
産
施
設
の
温

室
で
は
、
バ
ナ
ナ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
南
国
の
フ
ル
ー
ツ

が
、
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
ま
す
。

　

同
植
物
は
10
年
前
に
観
賞
用
に
植
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
栽
培
管
理
を
始

め
た
昨
年
度
か
ら
バ
ナ
ナ
が
実
を
つ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
噂
を
聞
い
て
同
施

設
を
訪
れ
た
蓮
花
ち
ゃ
ん
は
初
め
て
見
る

バ
ナ
ナ
の
木
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

市
内
で
バ
ナ
ナ
を
発
見

成
人
式
話
題
賞
に
入
賞

〜
葛
城
市
成
人
式
実
行
委
員
会
〜

　

葛
城
市
で
は
、
新
成
人
に
よ
る
新
成
人

の
た
め
の
成
人
式
を
開
催
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
成
人
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
、

実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
成
人
自
ら
が
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
1
月
11
日
、
新
庄
文
化
会
館
マ
ル

ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
平
成
22
年
葛
城
市
成
人
式
」
の
企
画
・

運
営
内
容
等
を
、新
成
人
式
研
究
会
の「
第

10
回
成
人
式
大
賞
２
０
１
０
」
に
応
募
さ

れ
た
と
こ
ろ
葛
城
市
成
人
式
実
行
委
員
会

が
、昨
年
に
引
き
続
き
「
成
人
式
話
題
賞
」

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
、
戎
橋
と
千
日
前
1
丁
目
で

市
長
と
蓮
花
ち
ゃ
ん
が
、
新
た
に
製
作
さ

れ
た
葛
城
市
観
光
マ
ッ
プ
を
配
布
し
葛
城

市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

リ
イ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
『
第
29
回 

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｉ
講
談
席　

勝
手
に
タ
イ
ア
ッ

プ
！
遷
都
１
３
０
０
年
記
念「
奈
良
物
語
」

特
集
』
に
参
加
し
當
麻
寺
な
ど
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
は
、「
せ
ん
と
く
ん
の
彼

女
だ
」「
可
愛
い
」
な
ど
と
声
を
か
け
ら

れ
喜
ん
だ
様
子
で
し
た
。

大
阪
で
葛
城
市
を
Ｐ
Ｒ
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6
月
2
日
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の

民
間
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
ん
と

く
ん
」
が
2
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
は
、
大
好
き
な
お
友
達

の
ま
ん
と
く
ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

１
３
０
０
年
祭
の
平
城
宮
跡
会
場
（
奈
良

市
佐
紀
町
）
を
訪
問
し
、
ま
ん
と
く
ん
の

大
好
物
・
奈
良
の
う
ま
い
も
の
に
登
録
さ

れ
て
い
る
梅
酒
の
特
製
誕
生
日
ケ
ー
キ
と
、

蓮
花
ち
ゃ
ん
が
手
作
り
し
た
蓮
花
ち
ゃ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
入
り
特
製
マ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　

喜
ぶ
ま
ん
と
く
ん
を
見
て
蓮
花
ち
ゃ
ん

は
、
と
て
も
幸
せ
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

ま
ん
と
く
ん
誕
生
日

まちのニュース

葛城っ子スペシャル・ショット 運
動
場
に
響
く
歓
声
と
は
じ
け
る
笑
顔磐

城
小
学
校
附
属
幼
稚
園

シリーズ
　

5
月
27
日
、
磐
城
幼
稚
園
の
運
動
場
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
は
じ
け
る

笑
顔
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
園
・
進
級
か
ら
早
２
か
月
、
新
し
い
環
境
に
戸
惑
い
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
次
第
に
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
笑
顔
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
た
小
運
動
会
、
世
代
間
交
流
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で

く
だ
さ
る
地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
声
に
も
励
ま
さ
れ
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
体
操
や
駆

け
っ
こ
、
玉
入
れ
、
綱
引
き
を
し
ま
し
た
。

　

異
年
齢
の
友
だ
ち
と
心
を
一
つ
に
頑
張
る
姿
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
「
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
よ
！
」
と
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
楽

し
い
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。
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“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
法
務
省
が
主
唱
し
、
地
方
公
共
団
体
や
様
々
な
民
間
団
体
の
参

加
・
協
力
の
も
と
、
毎
年
7
月
を
強
調
月
間
と
し
、
全
国
的
な
運
動
と
し
て
展
開

さ
れ
て
お
り
、
本
年
で
第
60
回
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
運
動
の
行
動
目
標
を

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
で
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う

と
し
、重
点
事
項
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
」「
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
就
労
支
援
」
を
掲
げ
、
地
域
住
民
の
連
帯
を
強
め
、

地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
止
す
る
力
を
増
進
す
る
た
め
、
誰
も
が
幅
広
く
参
加
で

き
る
犯
罪
予
防
活
動
を
展
開
し
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
こ
と
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
も
、“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
諸
活
動
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
理

解
と
参
加
を
得
て
実
施
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
社
会
福
祉
課

北
葛
城
地
区
保
護
司
会
・
奈
良
保
護
観
察
所

第
60
回
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
に
ご
協
力
を

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

7
・
8
月
は
、

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
」
で
す
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
培
い
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な

く
、
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
社
会

全
体
の
願
い
で
す
。

　

ま
た
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
は
、
親
や
大
人
に
と
っ
て
も
重
要
な
責
務
で
あ

る
と
と
も
に
大
き
な
課
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
少
年
の
人
口
比
に
お
け
る
増
加
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

図
書
類
か
ら
有
害
な
情
報
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、

憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
7
月
を
、
奈
良
県
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
、
毎
年

7
・
8
月
を
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
」
に
定
め
、
青
少
年

の
非
行
防
止
の
徹
底
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
啓
発
活
動
と
も
協
調
を

図
る
中
で
、
非
行
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ
に
は
、
非
行
を
早
く
発
見
し
て
適
切
な
措
置
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
非
行
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が
温
か
く
見
守
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
育
て
よ
う　
地
域
の
子
、

　
　
　
　
　
　
目
を
か
け
、
声
か
け
、
心
か
け

▼
葛
城
市
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

　
葛
城
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
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せ

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
父

子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

で
き
る
よ
う
に
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
申
請(

認
定
請
求)

が
必
要
で
す
の

で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
22
年
11
月

30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
「
申
請

の
翌
月
分
」
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度

◆
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
が
育

成
さ
れ
る
家
庭(

ひ
と
り
親
家
庭)

の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
役
立
て
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件

◆
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

子
ど
も
【
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
】
に
つ
い
て
、

父
が
そ
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
い
て
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
し
ま

す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

　

子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い

　

る
子
ど
も
・
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　

て
い
る
子
ど
も
な
ど
）

手
当
額
（
月
額
）

●
子
ど
も
1
人
の
場
合

全
部
支
給

　

４
万
１
７
２
０
円

一
部
支
給

　

９
８
５
０
円
～
４
万
１
７
１
０
円

●
子
ど
も
2
人
以
上
の
加
算
額

2
人
目

　

５
０
０
０
円

3
人
目
以
降
1
人
に
つ
き

　

３
０
０
０
円

※
個
々
の
手
当
額
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

　

の
人
数
や
申
請
者
等
の
所
得
等
に
よ
り

　

決
定
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
申
請
者
と
該
当
す
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本

▼
申
請
者
の
普
通
預
金
通
帳

▼
そ
の
他
（
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い

　

た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。）

▼
詳
し
く
は
、
子
育
て
福
祉
課
ま
で

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

●
●
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●

◆
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
以
下
、

『
高
齢
受
給
者
証
』）
は
、
7
月
下
旬
に
対

象
者
の
方
に
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
平
成
22
年
7
月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合
は
前
年
の

所
得
等
に
よ
り
判
定
す
る
た
め
、
毎
年
8

月
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に
対
象

者
の
方
に
送
付
し
ま
す
。

　

8
月
以
降
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と

き
は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
、

有
効
期
限
が
経
過
し
た
高
齢
受
給
者
証
は

ご
自
身
で
破
棄
さ
れ
る
か
、
保
険
課
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
お

よ
び
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
以
下
、『
認
定
証
』）
の
交
付
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
認
定
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
22
年
7
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
8

月
以
降
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
、
認
め
印
を
お
持

ち
に
な
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
と
は
…

　

医
療
機
関
に
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
入
院
し
た
と
き
の
窓
口
で
の
支

払
額
（
保
険
適
用
分
）
が
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
入
院
時

の
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
の
切
り
替
え
に
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。（
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
）

▼
就
職
や
扶
養
認
定
に
よ
り
社
会
保
険
な

ど
に
加
入
し
た
と
き

⇦　
⇦　

⇦

　

今
ま
で
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
、
新
し
い
保
険
か
ら
交
付
さ
れ

た
保
険
証
、
認
め
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
退
職
や
扶
養
喪
失
に
よ
り
社
会
保
険
な

ど
を
離
脱
し
た
と
き

⇦　
⇦　

⇦

　

離
職
票
や
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

な
ど
、
退
職
日
や
資
格
喪
失
日
の
記
載
が

あ
る
書
類
と
、
認
め
印
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼
詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
で

お知らせ
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7 月は平成 22年度国民健康保険税の納付月です！
納税通知書は 7月 9日頃に送付します。

（納税通知書が 7月 20 日頃を過ぎてもお手元に届かない場合は、保険課までご連絡ください。）

国民健康保険税（普通徴収）の納付月は7月から翌年2月までの8回です。納期限は次のとおりです。
税　目 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期

国民健康保険税
（普通徴収） 8 月 2 日 8 月 31 日 9 月 30 日 11 月 1 日 11 月 30 日 12 月 27 日

平成 23 年
1 月 31 日

平成 23 年
2 月 28 日

口座振替納税をご利用の方は、上記納期限に指定の口座から振替します。

▼市県民税の申告について　　　　　　
　平成 21 年中の所得申告はお済みでしょうか？
　たとえ、平成 21 年中に所得がなかった方でも各種所得証明書の発行や、国民健康保険税および
後期高齢者医療制度の保険料の算定に必要ですので、必ず市県民税の申告をしてください。

▼安全で便利な口座振替制度をご利用ください！　　　　　　
　口座振替をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。
また、うっかり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。
　申し込み手続きは、市指定の金融機関および郵便局でできます。お申し込みは納期限の 1 か月前
までにお願いします。
　詳しくは、収納促進課までお問い合わせください。　

▼保険課・収納促進課

平成 22年度国民健康保険税のお知らせ
▼国民健康保険税課税限度額の見直し

　このたび、国において中間所得層の負担が過度にならないよう基準課税分（医療分）および後期高
齢者支援金等課税分（後期支援分）の課税限度額について引き上げがされましたので、本市の国民健
康保険税につきましても、国の基準に合わせる条例改正をいたしました。皆さまのご理解をお願い申
し上げます。
　なお、保険税の算定に係る税率等の変更はございません。

基準課税分（医療分）課税限度額　　　　　　　　47 万円　→　50 万円
後期高齢者支援金等分（後期支援分）課税限度額　12 万円　→　13 万円

▼保険税の特別徴収
　世帯内の国民健康保険被保険者全員が 65 歳から 74 歳であり、さらに次のすべての事項にあては
まる世帯の国民健康保険税は、原則として世帯主の年金から徴収することになります。
●世帯主自身が国民健康保険の被保険者である　●介護保険料の特別徴収対象者である　
●特別徴収の対象となる年金の年額が 18 万円以上であり、国民健康保険税と介護保険料の合計額が
　その年金受給額の 2分の 1以下である

▼特別徴収から口座振替への変更
　国民健康保険税の未納がない方は、申出により特別徴収から口座振替による納付方法へ変更するこ
とができます。（お支払いいただく保険税の総額は変わりません。）
　新規に口座振替を申し込まれる場合は、先に金融機関へ申込み後、口座振替依頼書（本人控）、納
税通知書および認め印をお持ちになり保険課窓口で申請手続きをしてください。

▼詳しくは、保険課まで

お知らせ
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▼後期高齢者医療被保険者証について
　後期高齢者医療被保険者証（以下、保険証）は、毎年 8 月 1 日に更新となります。
　そのため、現在お持ちの保険証の有効期限は平成 22 年 7 月 31 日です。平成 22 年 8 月 1 日からお
使いいただく保険証は、7 月下旬に簡易書留郵便にて送付します。現在お使いの保険証（有効期限が
平成 22 年 7 月 31 日のもの）は、有効期限を過ぎた後、ハサミで細かく切るなどご自身で処分して
いただくか、保険課へ返却してください。
　なお、8 月 1 日で年度切替となるため、新年度の所得や世帯構成の変更により、保険証に記載して
いる「一部負担金の割合」が変わる（1 割から 3 割へ、3 割から 1 割へ）場合があります。
　8 月 1 日以降に医療機関へ受診される場合は、必ず新しい保険証を提示してください。

▼限度額適用・標準負担額減額認定証について
　住民票上の世帯員すべてが住民税非課税である被保険者の方については、入院時の食事代や医療費
を軽減する「限度額適用・標準負担額減額認定証（以下、認定証）」を申請により交付します。なお、
これまでは更新の申請が毎年必要でしたが、今年度から次の要件①②すべてに該当する方については
新しい認定証を 7 月下旬に送付しますので、更新の申請は不要となります。
　①平成 21年 8月 1日以降、葛城市で認定証の交付を受けている
　②平成 22年 8月 1日以降も引き続き住民票上の世帯員すべてが住民税非課税である被保険者

▼保険料について

1 人当たり保険料
（限度額 50 万円） ＝

均等割額

＋
所得割額

［基礎控除（33 万円）後の
総所得金額等×所得割率］

平成 21 年度
39,900 円 ➡ 平成 22年度

40,800 円
平成 21 年度

7.5% ➡ 平成 22年度
7.7%

＜均等割の軽減＞
軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額等

9 割 33 万円を超えない世帯かつ被保険者全員が年金収入 80 万円以下の世帯（その他各種所
得がない場合）

8.5 割 33 万円を超えない世帯	
5 割 【33 万円＋ 24.5 万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主は除く）】を超えない世帯
2 割 【33 万円＋ 35 万円×世帯の被保険者数】を超えない世帯

＜所得割の軽減＞
　所得割額を負担する方のうち、基礎控除（33 万円）後の総所得金額等が 58 万円以下の被保険者は、
所得割額が 5 割軽減されます。

＜被用者保険の被扶養者への軽減＞
　後期高齢者医療制度へ加入する前日に被用者保険の被扶養者であった方は、均等割額が 9 割軽減
され、所得割額は課されません。

▼詳しくは、保険課まで

　後期高齢者医療制度からのお知らせ　

○保険料率が平成 22年度から変わります
○軽減措置はこれまでと同様に継続します
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国民年金の免除・納付猶予の申請はお早めに！

　国民年金には、経済的な理由等で保険料（平成 22 年度の保険料額：1万 5100 円）を納めることが困
難な場合には、申請により保険料の納付が免除される制度があります。【前年所得の審査があります】
　保険料免除申請は、保険料の全額が免除される「全額免除」、保険料の一部を納め、残りの保険料が
免除される「一部納付（3 ／ 4 納付、半額納付、1 ／ 4 納付）」があります。
　また、30 歳未満の方には、「納付猶予（若年者納付猶予制度）」が、学生の方には「学生納付特例制度」
があります。

～ 平成 22 年度の免除等の申請は 7 月から受付が始まります ～

　前年度に全額免除・納付猶予が承認され、継続申請の申出をされている方は、引き続き全額免
除・納付猶予に該当するか、審査を行いますので申請は不要です。ただし、所得の申告をされて
いない方は、審査ができませんので、所得申告は忘れずに行ってください。

●申請して承認されるとその期間は？
　（※一部免除の承認については、一部納付保険料を納付していることが必要です）

	 ※追納する場合の保険料
額は、免除等の承認を受
けた期間の翌年度から起
算して３年度目以降に
追納すると、承認を受け
た期間の保険料額に経過
期間に応じた加算額が
上乗せされます。

年金を受ける
資格期間には

保険料を納めた場合
と比べて年金額は

障害・遺族基礎年金
を受けるとき

後から保険料を納付
する場合（追納※）

算入されます

全額免除 3/4 納付 半額納付 1/4 納付 納付猶予 保険料未納

2 分の 1
で計算

8 分の 7
で計算

4 分の 3
で計算

8 分の 5
で計算

計算され
ません

計算され
ません

算入され
ません

保険料納付済期間と同じ扱いです

10 年以内なら納めることができます

年金を受給でき
ない場合あり

2 年以内

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼

▼

保険料を追納する場合は、納付書が必要となりますので大和高田年金事務所にお申し込みください。

●承認期間は？　7 月から翌年の 6月まで　●審査結果（承認・却下）は？　後日郵送でお知らせします。

　全額免除・納付猶予の承認を受けられた方が、翌年度以降も引き続き全額免除・納付猶予の申請
を希望される場合は、翌年度からは申請書の提出が不要となります。ただし、失業または震災等に
よる損害を受けたことを理由とした全額免除・納付猶予または一部納付の場合は、毎年の申請が必
要となります。

●申請先は？　市民窓口課または大和高田年金事務所まで（年金手帳・印鑑等をご持参ください。）

子
ど
も
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
受
給
者
の
6
月
1
日
現
在
の
養
育
状

況
な
ど
、
子
ど
も
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
6
月
中
に
「
現
況
届
」
を
子
育
て
福

祉
課
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

未
だ
現
況
届
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
引
き
続

き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
福
祉
課

「市長と語る」大字懇談会の
開催日程の一部変更について

　広報かつらぎ 6月号で案内いたしました大字懇談会に
ついて、参議院議員選挙のため一部大字の日程が変更に
なりました。
今在家 7 月 24 日（土）午前 10 時〜 今在家公民館
染　野 7 月 24 日（土）午後 1 時〜 染野公民館
兵　家 7 月 25 日（日）午後 7 時 30 分〜 兵家公民館
八　川 7 月 31 日（土）午後 7 時 30 分〜 八川公民館
新在家 8 月 1 日（日）午後 7 時 30 分〜 新在家公民館
＊その他の大字については、現在のところ変更はありま
せん。
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▼「まちの達人さん」紹介！　― 生涯学習人材バンク ―　
▼
　市内、在住・在勤の方で豊かな知識・経験・技能などを持っておられる皆さんに、ボランティア
活動として学校教育や社会教育のお手伝いをしていただく、平成 22 年度の生涯学習人材バンク「ま
ちの達人さん」が下記のとおり登録されていますのでお知らせします。
　市内で自主的に活動されている団体・グループ・サークルなどで講師を探しておられる場合など
に、この人材バンクをご利用ください。（敬称略）

氏 名 指導分野
1 小泉　聡子 英会話
2 阪本　上子 歌謡（カラオケ）
3 谷口　美紀 アロマセラピー
4 増井　和代 大正琴
5 角尾　英代 ポーセラーツ（手芸）
6 岩下　洋一 森林インストラクター・自然観察会
7 村上　梅香 生花
8 木田　尚正 バスケットボール（中学生）
9 筒井　壽子 新舞踊と盆踊り
10 木田　尚斗 バスケットボール・トレーニング
11 兒島　章子 シルバーアクセサリー
12 飯田　俊昭 囲碁
13 高田　潤一 囲碁
14 吉村　正好 囲碁
15 渡本　詔司 囲碁
16 森岡　久幸 囲碁
17 堀脇　純子 園芸
18 生野　悦子 園芸
19 木村　匡子 農産加工
20 川﨑　洋子 アロマテラピー
21 榊　　芳弘 バレーボール（小・中学生）
22 原田　幹雄 囲碁
23 福本　育子 囲碁
24 佐藤　良介 囲碁
25 弓場　定雄 学校安全支援
26 實盛かをる ソフトテニス
27 田畑　滋久 手づくり理科実験
28 井森　明美 演劇指導
29 辻口　勝儀 囲碁
30 佐野勇次郎 囲碁
31 黒木　勉　 囲碁

氏 名 指導分野
32 吉村和千代 料理
33 多田　正明 ソフトテニス（中学生）
34 白石　栄一 ソフトテニス（中学生）
35 東元　明則 バスケットボール（中学生）
36 吉村　雅子 手芸・パッチワーク・キルト・編み物
37 西本　房乃 介護
38 小島　和彦 パソコン（ホームページ作成）
39 竹本　みね 歌唱（カラオケ）
40 鷲見惠美子 琴（生田流）
41 金森　静子 四柱推命学・方位学
42 島田　好昭 計量・計測のお話
43 實盛　章　 ソフトテニス
44 牧寺　敬久 竹細工（竹を使って昆虫づくり）
45 仲川　広志 料理（食育）
46 小磯　悟　 囲碁
47 髙木　喬彦 囲碁
48 辻野　守　 囲碁
49 藤原　修治 囲碁
50 井上　隆章 囲碁
51 井上　壽男 囲碁
52 今中　康雄 囲碁
53 高田　勲　 囲碁
54 辻　　靖雄 剣道
55 林原愼太郎 パソコン機械製図ソフト使用説明・学校安全支援
56 長谷川史郎 剣道
57 柚木　實　 こままわし
58 西川真由美 洋裁・手芸
59 安孫子　忍 看護・緩和ケア
60 芝池恵美子 フラワーアレンジメント・プリザーブドフラワー
61 寺田　純子「心の悩み」カウンセリング

▼詳しくは、生涯学習課まで

「
な
ら
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
心

理
士
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト
と
呼
ば

れ
る
一
定
期
間
無
業
状
態
に
あ
る
若
者
の

職
業
的
自
立
を
支
援
す
る
総
合
相
談
窓
口

で
す
。
厚
生
労
働
省
・
奈
良
県
か
ら
委
託

を
受
け
て
奈
良
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
な
ら
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

奈
良
市
登
大
路
町
38　

1

　
　
　

奈
良
県
中
小
企
業
会
館
２
階

　
　
【
☎
０
７
４
２
（
22
）
５
０
０
６
】

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
（
22
）
５
０
２
３
】

相
談
時
間　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

＊
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

出
張
相
談　
毎
週
木
曜
日

　

大
和
高
田
市
西
町
1　

60

　
　
　

中
和
労
働
会
館
１
階

相
談
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

＊
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

～
ご
利
用
上
の
お
願
い
～

①
対
象
者
は
義
務
教
育
修
了
後
15
歳
か
ら

　

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
一
定
期
間
無
業

　

の
状
態
に
あ
る
若
者
お
よ
び
そ
の
保
護

　

者
な
ど
で
す
。

②
相
談
は
予
約
制
・
無
料
で
す
。
時
間
は

　

約
50
分
で
す
。
な
お
、
遅
刻
さ
れ
た
場

　

合
も
終
了
時
間
は
同
じ
で
す
。
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　いつまでも健やかに、住みなれた地域で自立した生活ができるよう
に支援するのが地域包括支援センターの役割です。

こんにちは地域包括支援センターです

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
概
ね

85
歳
以
上
の
方
で
、
自
分
の
特
技
や
趣
味

を
生
き
が
い
に
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
貢
献
さ

れ
て
い
る
方
等
を
ご
紹
介
し
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
八
川
在
住
の
川
本
貴
美
子
さ
ん

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

川
本
さ
ん
は
大
正
9
年
生
ま
れ
で
、
今

年
90
歳
の
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

も
の
静
か
で
気
品
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
と
は

裏
腹
に
、
三
度
の
食
事
よ
り
プ
ロ
野
球
中

継
が
大
好
き
で
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
お
婆
ち
ゃ
ん
で
す
。
し
か
も
プ
ロ

野
球
選
手
年
鑑
を
片
手
に
各
チ
ー
ム
の
戦

力
分
析
に
も
余
念
が
無
く
、
選
手
の
背
中

に
ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
た
名
前
を
読
む
た

め
に
お
孫
さ
ん
か
ら
ロ
ー
マ
字
を
教
わ
っ

た
と
い
う
入
れ
込
み
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
喜
寿
（
77
歳
）
の
頃
か
ら
始
め

ら
れ
た
俳
句
は
、
新
聞
に
初
め
て
投
句
し

た
ら
、
入
選
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
励
み

と
な
り
、
今
日
ま
で
一
日
一
句
を
心
掛
け
、

い
ま
や
句
誌
「
運
河
」
に
月
20
句
以
上
を

出
句
し
、
そ
の
対
象
に
向
か
う
姿
勢
が
正

確
か
つ
謙
虚
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
、

年
間
賞
を
は
じ
め
数
々
の
賞
を
受
け
ら
れ

る
ほ
ど
の
才
能
を
開
花
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
野
球
中
継
と
俳
句
の
お
か

げ
で
、
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ

て
い
る
川
本
さ
ん
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
3

年
前
に
他
界
さ
れ
た
ご
主
人
さ
ん
に
勧
め

ら
れ
て
、
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今
か

ら
50
年
ほ
ど
前
、
当
時
大
阪
に
住
ん
で
お

ら
れ
た
川
本
さ
ん
は
、
ご
主
人
さ
ん
に
連

れ
ら
れ
、
初
め
て
大
阪
球
場
に
足
を
運
ん

で
以
来
、
プ
ロ
野
球
観
戦
の
虜
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

ま
た
俳
句
も
、
元
々
ご
主
人
さ
ん
が
趣

味
で
詠
ま
れ
て
い
た
影
響
で
、
気
軽
な
気

持
ち
で
始
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
川
本
さ
ん

の
方
が
熱
中
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
川
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
プ
ロ
野
球

観
戦
と
俳
句
は
、
ご
主
人
さ
ん
が
残
し
て

く
れ
た
大
切
な
思
い
出
と
と
も
に
、
人
生

そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、つ
い
最
近
朝
日
大
和
俳
壇（
茨

木
和
生
選
）
で
巻
頭
句
を
飾
っ
た
一
句
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ナ
イ
タ
ー
好
き

　
　

我
は
卒
寿
の　

婆ば
ば

な
れ
ど

　

大
好
き
な
プ
ロ
野
球
観
戦
と
俳
句
の
見

事
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　

新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
お
よ
び
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル
は
7
月
10
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
期
間
は
8
月
30
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

＊
毎
週
火
曜
日
、
第
2
・
第
4
水
曜
日
は
休
み
で
す
。

　

な
お
、
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は
8
月
13
日
（
金
）
か
ら
15

日
（
日
）
ま
で
の
3
日
間
は
午
後
9
時
ま
で
ナ
イ
タ
ー
営
業
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
体
育
振
興
課
ま
で

【
公
開
講
座
】『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』

　
「
尺
八
の
世
界　

演
奏
と
と
も
に　

 

」

　

◆
日　
時
：
8
月
1
日
（
日
）
午
後
2
時
〜

　
◆
講　
師
：
ジ
ョ
シ
ュ
・
ス
ミ
ス
氏
（
尺
八
演
奏
家
）

　
◆
会　
場
：
歴
史
博
物
館
2
階　

あ
か
ね
ホ
ー
ル

　
◆
定　
員
：
１
０
０
名
程
度

　
◆
申　
込
：
電
話
も
し
く
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

　
◆
休
館
日
：
毎
週
火
曜
日
／
第
2
・
第
4
水
曜
日

　
◆
場　
所
：
忍
海
２
５
０
番
地
1　

近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ

▼
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館
【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】
ま
で

【
常
設
展
】

常設展示室
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▽ ▼ 119 コーナー ▲ △ 平成 22年 5月中　　火災… 0 件　救急… 143 件　救助… 4 件
平成 22年の累計　　火災… 1 件　救急… 555 件　救助… 10 件

消防署　一般の問い合わせ  ☎（69）7171 ／ 火事の問い合わせ ☎（69）9988

花
火
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
花

火
を
楽
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

毎
年
夏
に
な
る
と
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
花
火
に
よ

る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
花
火
を
す
る
時
は
、
必
ず
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

①
子
供
達
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
燃
え
易
い
物
の
近
く
で
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
何
本
も
ま
と
め
て
点
火
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

④
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

⑤
風
の
強
い
時
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

⑥
取
扱
説
明
書
を
必
ず
読
ん
で
か
ら
遊
び
ま
し
ょ
う
。

防
ご
う
水
の
事
故

　

暑
さ
と
と
も
に
、
海
や
プ
ー
ル
、
川
で
遊
ぶ
機
会
が

多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
水
に
よ
る
事
故
が
心
配
な

季
節
で
す
。

　

水
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
子
供
達
だ
け
で
、
川
や
池
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
危
険
な
川
や
池
に
近
よ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
急
激
な
川
の
増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
消
防
署

地 域 安 全 ニ ュ ー ス

高
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
給
付
金
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
、
サ
リ
ン
を
使
用
し
た
弁
護

士
殺
人
未
遂
事
件
、
Ｖ
Ｘ
を
使
用
し
た
殺
人
、
殺
人
未
遂
事
件
等
オ
ウ
ム

真
理
教
が
関
与
す
る
8
事
件
に
よ
っ
て
、
傷
病
（
通
院
加
療
1
日
以
上
）

の
被
害
を
受
け
た
方
に
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

●
申
請
期
限
は
、
平
成
22
年
12
月
17
日
（
金
）
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
高
田
警
察
署
県
民
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　
　
　
【
☎
０
７
４
５
（
22
）
０
１
１
０
】

　
　
奈
良
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー
ビ
ス
課
犯
罪
被
害
者
支
援
係

　
　
　
　
　
　
【
☎
０
７
４
２
（
23
）
０
１
１
０
】

《
参
考
》　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
死
傷
者
数
は
約
６
３
０
０
人
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
8
割
を
超
え
る
５
２
５
２
人
が
給
付
金
支
給
を

申
請
し
て
い
ま
す
。

▼
高
田
警
察
署

　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
か
つ
ら
ぎ
6
月
号
14
ペ
ー
ジ
に
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
奏
功
事
例
2
「
オ
ー
ル
電
化
住
宅
で
分
電
盤

内
の
絶
縁
劣
化
に
よ
り
火
災
と
な
っ
た
も
の｣

の
事
例
を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
こ
の
事
例
は
、
平
成
20
年
2
月
に
北
海
道
で
発
生
し
た
も
の
で
、

平
成
8
年
に
新
築
住
宅
工
事
を
し
た
電
気
設
備
の
ブ
レ
ー
カ
ー
が
、
絶

縁
劣
化
に
よ
る
分
電
盤
か
ら
出
火
し
た
も
の
で
す
。

　

オ
ー
ル
電
化
そ
の
も
の
の
火
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
気
設
備
は
、

定
期
的
に
点
検
し
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
署
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講座名 日　時 場　所 講　師 テーマ 定　員 参加費

1講座
7 月 3 日（土） 
午後 1 時 30 分～ 
２時間程度

當麻文化会館
奈良県人権教育推進
協議会事務局長
胎中　廉啓 氏

今日の人権教育の
課題について 制限なし 無料

2 講座
9 月 11 日（土） 
午後 1 時 30 分～ 
２時間程度

當麻文化会館
奈良県人権教育推進
協議会会長 
大寺　和男 氏

人権を大切にする
まちづくりについて 制限なし 無料

3 講座
11 月 11 日（木） 
午後 1 時 30 分～ 
午後 4 時 30 分

五條市
葛城市人権教育推進
協議会事務局長 
布施　正保 氏

五條市人権スポット
を巡る 30 人 無料

4 講座
平成 23 年
1 月 22 日（土） 
午後 1 時 30 分～ 
２時間程度

當麻文化会館
葛城市人権教育推進
協議会事務局長 
布施　正保 氏

いのちの尊さについて 制限なし 無料

●　平成2２年度　人権教育講座　●
　人権とは何かを確認し合い、部落問題をはじめあらゆる人権問題の解決を目指し、地域社会にお
ける人権意識の高揚を図り、「差別のない明るいまちづくり」をすすめるために教育委員会が実施
する講座です。多数の市民の方々が参加されることを希望しています。

★第3講座（現地学習）について
●募集期間　　　　　10 月 4日（月）～ 22 日（金）
●申し込み方法　　　参加を希望される方は、葛城市教育委員会【▼生涯学習課☎（48）2811】
または葛城市人権教育推進協議会事務局【▼人権政策課☎（69）3001】にお願いします。
なお、定員（30 名）になり次第、締め切らせていただきます。

●　差別をなくす市民集会　●

●日　時　7月 10 日（土）　開会　午後 1時 30 分
●場　所　葛城市新庄文化会館　マルベリーホール
●演　劇　創作劇『萌と先生バァーちゃん』
●出　演　市民劇団 ひーとびーと
　7月は「差別をなくす強調月間」です。
　みなさま、ぜひご参加ください。

　次に、「人権標語作品」をいくつか紹介しましょう。

『やわらかい　言葉で決まる　なかまの輪』
『この世から　いじめの三文字　なくしたい』
『みんな違う　ひとりひとりの　いい個性』

『人と人　支えて　助けて　支えられ』
『笑顔はね　世界で使える　共通語』

『いりません　僕らの未来に　悲しい差別』
『もう遅い　ネットの恐ろしさ　後で知る』

『「何もしてない」「見てるだけ」という行為　本当に・・それでいいの？』

　これらの作品を通して、私たちは子どもたちが学校で学んでいる人権教育の内容を知り、子ども
たちの素直な気持ちを大切に育てる責任があることを心に刻みましょう。

人　権
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

７月は「差別をなくす強調月間」です
　奈良県では、毎年 7月を「差別をなくす強調月間」として、あらゆる
差別をなくすための様々な取り組みが行われています。
　人権問題の解決には日常的なたゆまない努力が必要であることは言う
までもありませんが、葛城市でも強調月間を定めることによって、人推
協運動（市民）・人権啓発（行政）・人権教育（教育委員会）が互いに連
携して、集中的に取り組みを進めようとしています。

人権啓発ポスター・標語
　「強調月間」の取り組みの一環として、住民の人権意識の高揚を図る
ために、啓発ポスターおよび標語を募集しました。その結果、次のとお
り応募がありました。

ポスター
　葛城市内小学校　低学年　445 点　中学年　451 点　高学年　434 点
　葛城市内中学校　967 点
標語
　葛城市内小学校　150 点　葛城市内中学校　967 点

　ここに、啓発ポスターの応募作品を 13 点紹介します。

人権人権
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お問い合わせ先／子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
　　　　　　　　☎（69）5241　FAX（69）5301

”子育て支援センター”においでよ！

◆◆◆“おはなし”・“童謡”を楽しむ日の“つどいの広場”では・・・◆◆◆

童謡クラブ“花歌娯”さんの声

お母さんの声

おはなし会“いろりの会・わらべ・リスピー”さんの声

　昔から伝わる童謡を
子育て世代の方に、私
たち “ 花歌娯 ” の気持ち
も込めながらうたを歌
っています。
　童謡を通して少しで
もゆったりと子どもさんとかかわってほしいと思っ
ています。

　いろんなお話を親子で親しんでもらいたいという
思いで、絵本やおはなし・ふれあい遊びを提供して

います。
　お母さんが笑顔で子
ど も に か か わ っ た り、
子どもが一生懸命聞い
たりしている姿を見る
とすごく嬉しいです。

家ではなかなか子どもをじっくりと
向き合えません。子どもを膝の上に
乗せて、童謡やお話を聴くことで子
どもも楽しんでいるし、私たち大人
も楽しませてもらっています。

　“ おはなしや童謡 ” にふれながら、親子共
に和やかな気持ちで楽しいひと時を過ごして
います。
　“ おはなしや童謡 ” に出会うことは子ども
の心に刺激を与え、心豊かな子どもを育てる
ことにもつながります。
　これらの経験が親子をつなぐ『心のかけは
し』になればと思っています。

●●●　7 月～ 8 月の予定　●●●
日 月 火 水 木 金 土

7 月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

8 月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

つどいの広場 キンダーランド
わんぱくルーム ひよこルーム

　お話を楽しむ日　午前10時 30分〜
　　　　7 月 5 日（月）　當麻文化会館 3 階
　　　　7 月 7 日（水）　子育て支援センター
　　　　7 月 14 日（水）　磐城児童館　　　　
　童謡を楽しむ日　午前10時〜
　　　　7 月 5 日（月）　子育て支援センター

◆変更のお知らせ◆
※ 7 月 12 日（月）の當麻文化会館の “ つどいの
　広場 ” は、お休みです。
※新庄地区のひよこルームは 7 月 23 日（金）に、
　當麻地区のひよこルームは 7 月 30 日（金）に
　開催します。
　お間違いのないように参加してください。

・・・・　お知らせ　・・・・
◆【中学生とのふれあい交流】があります。◆
　7 月 21・22・26・28・29 日と 8 月のつどいの広
場に中学生が遊びに来てくれます。
　中学生が乳幼児とふれあいながら命の尊さや乳幼
児への愛情を感じ、小さい子どもを抱っこしたり遊
んだりすることが楽しいと思えるような体験をする
ことを目的としています。大きいお兄ちゃんやお姉
ちゃんと一緒に遊びませんか？

◆【お楽しみ土曜日】に遊びに来ませんか？◆
日　時　7 月 17 日（土）　午前 10 時～正午
場　所　當麻スポーツセンター
対　象　市内在住の 1 歳ぐらいから小学校 6 年生
　　　　までの子ども
内　容　スーパーボールすくい、おやつつりなど 7
　　　　つのお店と作って遊ぶコーナーがあります。
参加費　1 人 200 円（当日徴収）
持ち物　品物（景品等）を入れる袋
※ただし、数に限りがありますので、なくなり次第
　終了いたします。
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健康増進課
インフォメーション

健康増進課／新庄健康福祉センター
☎（69）9900

●●●タバコ　やめませんか？●●●
　葛城市では、健康なまちづくり計画「きらり葛城 21」を推進しています。
　平成 22 年度は、計画の中の「タバコ対策」について取り組んでいます。
その活動の一つとして、5 月 31 日の「世界禁煙デー」には葛城保健所と
健康増進課が、禁煙支援相談を市内スーパーマーケットで開催しました。

「きらり葛城 21」の推進パートナーさんも蓮花ちゃんと一緒に、禁煙支援
の啓発に協力してくださいました。
　今月号から、タバコについての正しい知識について連載します。今回は、
受動喫煙の害について紹介します。

◆タバコの煙は有毒ガス。吸っている人だけでなく、まわりの人にはそれ以上に有毒！
　自分の意志でなく知らずに副流煙（立ち上がる煙）や呼出煙（喫煙者が
吐き出す煙）を吸うことによって、タバコを吸っている人以上に有害物質
を吸っています。タールは、タバコを吸っている人が直接吸う煙の 3.4 倍、
ニコチンは 2.8 倍、一酸化炭素は、4.7 倍、なんとアンモニアは 46 倍も含
まれている副流煙を吸うことになります。タバコを吸う人以上に、周りの
人が煙を吸うことによって、肺がんの死亡率が高くなったり、胃潰瘍・歯
周病・脳卒中等の病気にかかる率が高くなります。夫が喫煙しない場合の
非喫煙の妻の肺がん死亡率を 1とした場合、夫が 20 本以上喫煙する場合の
非喫煙の妻の肺がん死亡率は 1.9 倍となっています。

◆葛城市の妊婦さんの喫煙状況
　葛城市では、母子健康手帳の交付時に、喫煙状況について尋ねています。平成 21 年度母子健康
手帳を交付した妊婦さん 352 人のうち『現在タバコを吸っている』と答えられた方は、6.5％でした。
また、『家族がタバコを吸っている』と答えられた方は、44％もありました。
　妊婦さんが、自分は吸わなくても周りで吸っているタバコの煙を吸うことによって、赤ちゃん
に十分な酸素や栄養が供給できず、流産・早産・低出生体重児・新生児死亡などの危険性が高く
なります。

　　みんなで赤ちゃんをタバコの煙から守りましょう！！　　

▼ 来月号は、禁煙に成功した方の体験談について掲載する予定です。

▼ ▼ ▼日本脳炎予防接種について ▲ ▲ ▲

～第 1期初回（3歳になるお子さま）予防接種が再開されました～

　葛城市では、平成 17 年 6 月より厚生労働省からの「日本脳炎予防接種の積極的な勧奨の差し控え
勧告」により、日本脳炎予防接種の積極的な勧奨を差し控えていましたが、厚生労働省からの「日本
脳炎第 1 期初回予防接種の対象者に対して積極的な勧奨を行うこと」との通知を受けて、今年度は「今
年度中に 3 歳になるお子さま」に対して、積極的な勧奨を行うこととなりました。対象の方へ順次ご
案内を送付します。（4 月～ 7 月に 3 歳になるお子さまへは、すでに送付しています。）
　また、3 歳以上 7 歳 6 か月未満のお子さまも希望される場合は接種が可能です。なお、積極的な勧
奨の差し控えにより、接種の機会を逃した 7 歳 6 か月以上のお子さまの対応は、現在厚生労働省で
検討中となっています。接種再開となった場合は広報等でお知らせします。

▼ 詳しくは、新庄健康福祉センターへお問い合わせください。

　献血のお知らせ
8 月 3 日（火）葛城市役所（新庄庁舎）前　午前 9 時 30 分～午後 4 時　
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文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

7 月 8月
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻文化開館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日

★　お知らせ　★

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊準備､ リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細については主催者にお問い合わせください。

秋川雅史コンサートツアー
２０１０〜２０１１

　5年目に突入した、秋川雅史
コンサートツアー。ファン待望
のニューアルバム「ファンタジ
スタ～翼を下さい～」をひっさ
げての新しいプログラムでお送
りする。
　まだまだ進化し続けるテノール界のファンタジス
タ秋川雅史の生の歌声と軽快なトークをお楽しみく
ださい。

【日時】
　9月 25 日（土）
　開場　午後 3時 30 分　開演　午後 4時

【会場】
　葛城市新庄文化会館　マルベリーホール

【料金】全席指定
　一　般　4000 円（当日 500 円増）　
　友の会　3600 円（1会員につき 2枚まで）

【チケット発売場所】
　新庄文化会館・チケットぴあ・ローソンチケット

【主催】　葛城市
【お問い合わせ】　新庄文化会館

★　催し物のご案内　（7月 1日〜 8月 4日）　★

期　間 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先
7 月 1 日（木）
〜 19 日（月） 前川　佐美雄展 無　料 9:00 ～

17:00 新庄図書館 0745-69-4646
【新庄図書館】

新庄文化会館（展示室）

新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

7 月 1 日（木） 葛城市寿連合会　福祉大会 関係者 13:00 〜
16:00 葛城市寿連合会 0745-48-2811

【長寿福祉課】

7 月 10 日（土） 葛城市市民集会 無　料 13:30 〜
16:00 葛城市人権政策課 0745-69-3001

【人権政策課】

7 月 25 日（日） ピアノ発表会 関係者 9:30 ～
17:00 東　美和ピアノ教室 0745-65-1248

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先
7 月 25 日（日） ピアニッシモの会 無　料 未　定 ピアニッシモの会 　　　　

當麻文化会館（ホール）

劇団「風塾」第１４回定期公演

　葛城市の古刹・當麻寺に伝わる中将姫伝説
を元にした歌や踊り、芝居で綴る風塾のオリ
ジナル劇の「うたしばい　中将姫物語異聞」
に決定！

【日時】
　11 月 27 日（土）
　開場　午後 1時 30 分　開演　午後 2時

【日時】
　11 月 28 日（日）
　開場　午後 1時 30 分　開演　午後 2時

【会場】
　新庄文化会館　マルベリーホール

※詳細が決まり次第、随時報告いたします。
※定期公演をお楽しみに！！！
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図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

7 月 8月
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日
は整理休館日

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、ぜひ
ご覧ください。また、ホームページでもご覧いただけます。

①巨富への道
②ニート・ニート・ニート
③最後の証人
④ふねにのっていきたいね
⑤おたすけ妖怪ねこまんさ
⑥ぼくんちはボクンチ

堺屋　太一
三羽　省吾
柚月　裕子
長崎　夏海
横山　充男
山崎　克己

●當麻館　一般
●新庄館　一般
●當麻館　一般
●當麻館　児童
●新庄館　児童
●新庄館　児童

⑤ ⑥④① ② ③

★新庄図書館
日　時：7 月 24 日（土）午後 2時～
場　所：新庄図書館　おはなしの部屋
『小さい子のためのプログラム』
大型絵本…せんたくかあちゃん
エプロンシアター…ももたろう
『大きい子のためのプログラム』
おはなし…かにかにこそこそ

★當麻図書館
日　時：7 月 25 日（日）午後 1時 30 分～
場　所：當麻図書館　おはなしの部屋
『小さい子のためのプログラム』
絵　本…いしころとことこ
おはなし…海へ行こう／だいくとおにろく
パネルシアター…きつねのつねた
『大きい子のためのプログラム』
おはなし…ヤギとライオン
紙芝居…せんたくかあちゃん

＊おはなしが始まるとへやに入れません。
　時間に間に合うようにお越しください。

おはなし会のお知らせ

葛城市子どもと楽しむ本の世界
連続講座 第 4 回参加者募集

「科学読み物と科学遊び」
　科学読み物とは何か。また、その遊び方を学び
ます。科学のふしぎや楽しみが発見できる科学遊
びも紹介していただきます。
日　時：7 月 17 日（土）午後 2時～ 3時 30 分
講　師：西村　寿雄 先生
　　　　（仮説実験授業研究会・科学読み物研究会）
場　所：新庄図書館学習室　
対　象：大人　参加費：無料

歌人前川佐美雄展　没後 20 年に寄せて
　葛城市出身の歌人前川佐美雄が亡くなって 20
年目に当たる今年、新庄図書館では、当館が所蔵
している佐美雄の歌集や自筆の短冊など、貴重な
資料を多数展示し、歌人前川佐美雄の生涯と足跡
をたどる展示会を開催します。
　また期間中、吉岡治氏（日本歌人同人）による
講演会も開催しますので、ご参加ください。

■ 歌 人 前 川 佐 美 雄 展
期　間：7 月 1 日（木）～ 19 日（月）
場　所：新庄文化会館　展示室
時　間：午前 9時～午後 5時
期間中の休館日：6 日（火）、13 日（火）、14 日（水）

■ 講 演 会
日　時：7 月 11 日（日）午後 2時〜午後 3時 30 分
場　所：新庄図書館　学習室
講　師：吉岡　治 氏
　　　　（日本歌人同人・前川佐美雄全集監修者
　　　　の一人・編

へんしゅう

輯など）
テーマ：澄みわたる天

そら

のかなたに－『前川佐美雄
　　　　全集』編輯などに思う事ども、ほか－
◆作品とその背景について解説していただきます。
前川佐美雄の肉声やエピソードから佐美雄の魅力
に迫ります。



18広報「 」平成22年7月号

市役所　新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

新庄庁舎 ☎（69）3001
當麻庁舎 ☎（48）2811

市役所への
お問い合わせ
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【

・
戸
中
・
口
寺
・
井
藤
南
・
田
疋

・
口
山
・
岡
平
・
田
山
・
堂
林
・
庄
之
弁

 

堂
笛
・
室
東
・
田
脇
・
吹
笛
・
室
梅▼

（
☎
【
　

69

で
ま
】
３
７
７
３
）

◆

す
ま
り
わ
変
く
き
大
が
法
業
金
貸

　

6
月
18

と
の
次
は
容
内
正
改
な
主
の
法
業
金
貸

　

を
」
１
の
分
３
の
収
年
「
が
額
総
入
借
①

て
じ
応

　

15

20

▼
【
☎
03

　】
１
１
８
６
）
１
５
２
５
（

【

０
７
５
０
☎

　

４
６
０

　

】
０
７
３

広告欄　（有料広告を募集中です。詳しくは企画政策課まで。）

◆

会
大
火
花
涼
納
市
城
葛催

主

会
工
商
市
城
葛

　　
　
　

会
員
委
行
実
会
大
火
花
涼
納
市
城
葛

援
後

会
協
光
観
市
城
葛
・
市
城
葛

　
日
施
実

　

7
月
18

）
日
（
日

間
時
上
打
火
花

後
午

　

8
時

9
時

所
場
上
打
火
花

帯
一
園
公
山
敷
屋

　

後
午

　

6
時

8
時

第
庄
新

　
　
　
　
　
　
　

2

場
動
運
民
健

　
　
　

席
覧
観
別
特

席
０
０
０
１

　

　
　

1

円
０
０
０
２

　
　

▼
　

会
工
商
市
城
葛

（
☎
【

69

】
９
１
０
８
）

◆

要
法
や
は
け

要
法
や
は
け
の
催
主
会
協
光
観
市
城
葛

　
■

時
日
　

7
月
10

）
土
（
日

前
午

　
　
　
　

9
時

■

所
場

塚
や
は
け
・
館
撲
相

　

■

容
内
　

○

士
力
故
物
に
び
並
願
祈
全
安
士
力
役
現

要
法
善
追

　
○

撲
相
ク
パ
ン
ワ
「
る
よ
に
生
学
小
内
市

」
会
大

　
○

る
よ
に
者
験
経
未
撲
相
の
上
以
生
学
中

験
体
撲
相

　
○

句
甚
撲
相

■

他
の
そ

※

び
よ
お
集
募
手
選
会
大
撲
相
ク
パ
ン
ワ

ま
し
了
終
は
は
集
募
手
選
の
験
体
撲
相

　
▼

　

【
館
撲
相

（
☎

48

】
１
１
６
４
）

課
光
観
工
商

で
ま

情報コーナー
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市役所　新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

募　

集

❖日時　7 月 8 日（木）第 2 木曜日
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
❖日時　7 月 15 日（木）第 3 木曜日
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　忍海集会所
❖日時　7 月 22 日（木）第 4 木曜日
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　當麻庁舎 1 階市民相談室
◆申込　不要（先着順）
お問い合わせ／
	 人権政策課・総務財政課		
 		  ☎（69）3001
	 社会福祉協議会
		  ☎（48）3373

人権・行政・心配ごと相談

❖日時　7 月 15 日（木）第 3 木曜日
　　　　午後 1 時〜 4 時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
❖日時　7 月 22 日（木）第 4 木曜日
　　　　午後 1 時〜 4 時
　場所　當麻庁舎 1 階市民相談室
◆申込　相談（20 分）は予約制に
なっていますので、企画政策課ま
でお申し込みください。
お問い合わせ／企画政策課

法律相談

◆申込　相談は予約面談制（30 分） 
ですので、必ず奈良弁護士会に電
話で事前予約してください。
※日時・場所等は、お問い合わせ
先にご確認ください。
お問い合わせ／奈良弁護士会
　　　　　　☎ 0742(22)2035

中南和法律相談センタ−法律相談

❖日時　7 月 4 日（日）・8 月 1 日（日）
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
❖日時　7 月 24 日（土）
　　　　午後 1 時〜 5 時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
お問い合わせ／上記連絡先または都市計画課

増改築・耐震無料相談

「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
❖月日　7 月 5 日（月）
　場所　新庄庁舎 2 階 203 会議室
❖月日　7 月 12（月）・20（火）・26 日（月）
　場所　新庄庁舎 2 階 202 会議室
❖月日　8 月 2 日（月）
　場所　當麻庁舎 1 階市民相談室
◆受付はいずれも
　午前 10 時〜正午・午後 1 時〜 4 時
お問い合わせ／商工観光課

消費生活相談

❖日時　7 月 21 日（水）
　受付　午前 10 時〜 11 時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
お問い合わせ／健康増進課

健康相談

❖日時　7 月 8 日（木）
　受付　午前 10 時〜 11 時
　場所　當麻保健センター
❖日時　7 月 22 日（木）・23 日（金）
　受付　午前 10 時〜 11 時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　身体測定、保健師・管理栄
　　　　養士による個別相談
※母子健康手帳をご持参ください。
お問い合わせ／健康増進課

乳幼児健康相談

今月の
無料相談

◆
自
衛
官
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
22
年
度
採
用
の
自

衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学

生
、
看
護
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
お
よ

び
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

★
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

（
男
子
）
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

（
女
子
）
8
月
1
日
～
9
月
10
日

試
験
日

（
1
次
試
験
）受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
2
次
試
験
）試
験
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
8
月
1
日
～
9
月
10
日

試
験
日　
（
1
次
試
験
）
9
月
18
日

　
　
　
　
（
2
次
試
験
）
10
月
7
日
～
14
日

★
航
空
学
生
（
海
・
空
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
8
月
1
日
～
9
月
10
日

試
験
日　
（
1
次
試
験
）
9
月
23
日

　
　
　
　
（
2
次
試
験
）
10
月
16
日
～
21
日

　
　
　
　
（
3
次
試
験
）
11
月
13
日
～
12
月
16
日

★
看
護
学
生
（
陸
上
自
衛
隊
）

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
9
月
6
日
～
10
月
1
日

試
験
日　
（
1
次
試
験
）
10
月
23
日

　
　
　
　
（
2
次
試
験
）
11
月
20
日
・
21
日

★
防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
9
月
6
日
～
10
月
1
日

試
験
日　
（
1
次
試
験
）
11
月
6
日
・
7
日

　
　
　
　
（
2
次
試
験
）
12
月
14
日
～
18
日

★
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
9
月
6
日
～
10
月
1
日

試
験
日　
（
1
次
試
験
）
10
月
30
日
・
31
日

　
　
　
　
（
2
次
試
験
）
12
月
8
日
～
10
日

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
、
請

求
が
で
き
ま
す
。

　
奈
良
地
方
協
力
本
部
（
P
C
用
）

【http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara

】

▼
問
い
合
わ
せ
は
、

　
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

【
☎
０
７
４
４
（
29
）
９
０
６
０
】

　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
か
つ
ら
ぎ
6
月
号
に
掲
載
の

「
大
字
紹
介
（
第
12
回
）」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
室

　

人　

口
：
７
１
０
人

　

世
帯
数
：
２
２
５
戸

　
（
5
月
1
日
現
在
）

　

こ
こ
に
訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
企
画
政
策
課

情報コーナー
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★ 人の動き ★　6 月 1 日現在（前月比）

	 男：17,532人	 女：18,878人　　	

	 計：36,410人（＋3人）

	 世帯数：13,027戸（＋13戸）

大
字
名
の
由
来
：

　

柿
本
は
、
わ
が
国
最
初
の
歌

集
で
あ
る
『
万
葉
集
』
の
最
高

の
歌
人
と
言
わ
れ
、
和
歌
の
祖

（
歌か
せ
い聖
）
と
仰
が
れ
た
柿
本
人

麻
呂
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

柿
本
の
名
の
由
来
は
、「
家

の
門
前
に
、
柿
の
樹
（
木
）
が

あ
っ
た
」
の
で
、「
柿
の
木
の
下
」

か
ら
「
柿
本
」
と
な
っ
た
と
い

う
考
え
と
、「
宮
廷
領
の
境
界
、

ま
た
は
そ
こ
を
守
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
『
垣
下
（
か
き
の

も
と
）』」
で
は
な
い
か
と
の
説

が
あ
り
ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
柿
本
神
社
（
柿
本
人

麻
呂
を
祭
神
と
し
、
境

内
に
は
柿
本
寺
と
も
呼

ば
れ
た
影よ
う
げ
ん
じ

現
寺
が
あ
り

ま
す
。
毎
年
4
月
18

日
に
は
、
チ
ン
ポ
ン
カ
ン

ポ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。）

柿か

き

の

も

と本

大
字
名
の
由
来
：

　

こ
の
地
は
シ
メ
ナ
ワ
を
は
っ
て

染そ

め

の野

悪
病
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

神
聖
な
標し
め
の野
、
す
な
わ
ち
禁
野

で
し
た
。
そ
こ
は
染
物
に
使
う
ア

カ
ネ
、
ム
ラ
サ
キ
、
ア
イ
が
生
え

て
い
ま
し
た
の
で
、
み
だ
り
に
採

ら
な
い
よ
う
に
禁
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
禁
野
や
染
野
と
書
い

て
シ
メ
と
読
ま
せ
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
石
光
寺
（
天
智
天
皇
の

時
代
に
光
を
放
つ
石
が
あ

り
、
そ
れ
に
彫
刻
し
た
弥

勒
仏
を
本
尊
と
し
て
寺
が

で
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
将
姫
ゆ
か
り
の
寺
で
、

曼
陀
羅
の
蓮
糸
を
染
め
た
の
で
染

寺
の
愛
称
や
、
牡
丹
、
寒
牡
丹

の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。）・
傘
堂
（
左
甚
五
郎
の
作
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
1
本
足
の
お
堂

で
す
。）・
裏
向
き
不
動
明
王

大字紹介（第13回）
人口および世帯数は 6月 1日現在

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

　
　

人　

口
：
５
８
９
人

　
　

世
帯
数
：
２
２
６
戸

　
　

人　

口
：
３
８
８
人

　
　

世
帯
数
：
１
３
８
戸

柿本

染野

　

忍お
し
み海
と
中
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

将
姫

　

今
か
ら
１
２
５
０
年
ほ
ど
昔
の
こ
と
。
奈
良
の
都(

平
城

京)

を
出
て
當
麻
寺
へ
入
っ
た
中
将
姫
は
、
西
方
極
楽
浄
土

の
よ
う
す
を
表
し
た
４
ｍ
四
方
の
當た
い
ま
ま
ん
だ
ら

麻
曼
荼
羅
を
蓮は
す
い
と糸
で
織

り
成
す
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
忍
お
し
み
の
む
ら
じ

海
連
の
働
き
も
あ
り
各
地

か
ら
多
量
の
蓮
の
茎く
き

が
集
め
ら
れ
、
そ
の
茎
か
ら
糸
を
取
り

出
し
、
よ
う
や
く
準
備
が
整
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
葛
城
市
南
部
の
忍
海
地
域
に
も
、
中
将
姫
ゆ
か
り

の
地
と
伝
わ
る
場
所
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

忍
海
区
の
角つ
の
さ
し刺
神
社
境
内
東
側
に
、「
鏡
か
が
み
い
け池
」
と
呼
ば
れ

る
池
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
池
の
水
面
に
は
、
か
つ
て
中
将
姫

が
曼
荼
羅
を
織
る
た
め
に
探
し
求
め
て
い
た
、
蓮
が
生
い

茂
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
東
方
約
２
０
０
ｍ
の
所
に
は
、
そ
の
願
い
が

か
な
っ
た
お
礼
に
、
中
将
姫
が
植
え
た
と
伝
わ
る
「
袖そ
で

の

松
」
と
呼
ば
れ
る
名
木
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
「
西
国

三
十
三
所
名
所
図
会
」
の
挿
絵
に
は
、
美
し
い
枝
振
り
の
松

と
し
て
描
か
れ
、
当
時
の
名
所
の
一
つ
で
し
た
。

▼
歴
史
博
物
館

角刺神社と鏡池袖の松


